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旧流路の地形（概念図）

自然堤防
（微高地）

自然堤防
（微高地）

古い集落 古い集落

旧流路
（信濃川）

旧河道

液状化リスク
低 低中 高

砂泥

砂質 砂質

＊自然堤防
砂質だが地下水位低

＊自然堤防
砂質だが地下水位低



善久～山田の被害分布
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善久の被害集中
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善久に被害が集中

•液状化要因の解明
液状化した層の深度と層厚

盛土の厚さと液状化程度の関係

•地盤改良への工法選定
•街区単位で公的支援を導入できないか

このままでは地域の復興ができない


